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平成２２年 １月２７日

吉野川の竹林のあり方を考える
～吉野川水辺利用シンポジウムの開催～

【ポイント 】

・日 時 ：平成２２年２月２０日 （土 ） １ ３ ： ０ ０～１６ ： ３ ０

・場 所 ： 「四国三郎の郷」交流体験室

（徳島県美馬市美馬町字境目39-10）

・定 員 ： １ ０ ０名程度

・事務局：国土交通省 徳島河川国道事務所

・備 考 ：当日参加可。但し人数把握のため、事前に申込み

をお願いします。 （ ２／１０ （水 ）必着 ）

【概要 】

○吉野川では、水害防備林としての竹林が、現在もなお多くの箇所で存在

し、吉野川固有の河川景観を形成しているとともに、動植物にとって良

好な環境となっています。

○こうした竹林は、各地域での資源でありますが、築堤が進んでいく中で、

水害防備林としての役割を終え、地域から疎遠な存在になりつつあり、

また、竹林が荒れて行く状況にあります。

○そこで、この竹林を、地域の方々と連携・協働し、適正に管理・保全し

ながら、より良い地域の資源として地域づくりに役立てるための意見交

換と啓発を目的に、吉野川水辺利用シンポジウムを開催します。

国土交通省 四国地方整備局

徳島河川国道事務所

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所

TEL： 088-654-2211（代表）TEL： 088-654-9175（直通）

副所長 森長 稔 内線206
もりなが みのる

◎地域連携課長 岩本 康宏 内線381
いわもと やすひろ

◎：主たる問い合わせ先
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吉野川水辺利用シンポジウム 
～吉野川の竹林のあり方を考える～ 

 
平成２２年１月２７日 

徳島河川国道事務所 地域連携課 
 

１．開催日時 

   平成２２年２月２０日（土） １３：００～１６：３０  
 
２．場所 

   「四国三郎の郷」 交流体験室 
   美馬市美馬町字境目３９－１０ Tel：０８８３－５５－２００２ 
 
３．開催趣旨 

吉野川では、水害防備林としての竹林が、現在もなお多くの箇所で存在し、吉野川固有の

河川景観を形成しているとともに、動植物にとって良好な環境となっており、築堤後におい

ても保全に努めているところです。 
こうした竹林は、各地域での資源でありますが、築堤が進んでいく中で、水害防備林とし

ての役割を終え、地域の方々から疎遠な存在になりつつあり、また、竹林が荒れて行く状況

にあります。 
そこで、この竹林を、地域の方々と連携・協働し、適正に管理・保全しながら、地域の資

源として地域づくりに役立てるための意見交換と啓発を目的に、今回「吉野川水辺利用シン

ポジウム」～吉野川の竹林のあり方を考える～を企画しました。 
 
４．定員 100 名 
 
５．実施内容 

（１）基調講演（１３：１０～１４：００） 
  講 師：豊田市矢作川研究所 主任研究員 洲崎 燈子 

テーマ：「川辺のタケとどうつきあうか？ ～矢作川からの報告～」  
 

 
（２）パネルディスカッション（１４：２５～１６：２０） 

テーマ：「吉野川の竹林の保全と活用を考える」 
  コーディネーター：徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部教授・徳島大学地域創生

センター副センター長 山中 英生 
     パネリスト：NPO 代表：美馬体験交流の会理事長 田中 義美 

NPO 代表：サア－やらんで大楠２１代表 川原 勝市 
           技術開発 ：バン（株）代表取締役社長 大西 和男 
           学識者  ：豊田市矢作川研究所主任研究員 洲崎燈子 

地元行政：美馬市役所経済部次長 宮田 英治 
話題提供 ：河川管理者 徳島河川国道事務所 








